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実験II)圧密進行への影響

図4に示す実験装置を使って、マッドケーキの無い場合(ケース 1)、マッドケーキO.44mm厚の場合(ケー

ス2)、③マッドケーキO.88mm厚の場合(ケース 3)、の3ケースを

想定して、大型圧密試験を行った。その結果、図5、図6に示すよう

に3ケースともほとんど圧密沈下傾向に相違は認められず、マッドケー

キが形成されたとしても圧密進行には影響が無いものと考えられる。

4 施工性に関する検討

パブリツクシードレーンを海底に固定するための重りとなるウエイ

トバッグは、敷設直前に骨材が充填されるため、その施工性が問題と

なる。骨材充填には圧送装置の一種である円周エジェクターを用いて

充填時間の短縮を図った。ウエイトバッグ長5mの砕石克填時間は2

分程度で、その時のウエイトバッグの目合いは8-10mmであった。

また、軟弱地盤上に敷設した場合、ウエイトバッグの直下が地盤中

に食い込まないことの確認も併せて行なった。

5 連続敷設法

連続敷設には専用連続敷設船を導入する。敷設船は、陸送されたロー

ル状のパブリツクシードレーンをセットするドラムと繰り出しローラー

によって構成される。敷設手順は以下のようになる。

手順 1)敷設船の位置決めを行なう。

手順II)多連式円周エジェクターによってウエイトバッグに砕石が

充填される。

手順ill)繰り出しローラーを移動させることで移動長さ分が敷設さ

れる。

手順IV)船を前進させると同時に繰り出しローラーを元の位置に戻

す。その時、ドラムより lストローク分のパブリツクシー

ドレーンが引き出される。再び手順 Iに戻る。

この手順を繰り返すことにより確実に敷設することが可能と考えら

れる。
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図7連続敷設法


